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　巻頭言　Foreword

再エネ導入を促進する水素ソリューション
Hydrogen Solutions to Promote the Introduction of Renewable Energy

東芝エネルギーシステムズ株式会社 
水素エネルギー事業統括部　ゼネラルマネジャー

佐薙　徳寿
Yoshihisa Sanagi
General Manager

Hydrogen Energy Business Division
Toshiba Energy Systems & Solutions Corporation

　昨今、地球環境問題、とりわけ地球温暖化が喫緊の課題として挙げられています。今後、世界で電力需要の増大
が見込まれる中、欧州グリーンニューディールが 2050 年までに温室効果ガス排出を実質ゼロにする、RE100 日本
企業が 2030 年までに再エネ比率を 50% にするなど、野心的な目標が次々に提示されています。脱炭素化をシナリ
オドライバーとして、エネルギー業界は大きく変化していきます。温室効果ガス排出ゼロに向けて、再エネ導入が
加速されることが予測されます。再エネ比率の上昇に伴って発生する大量の余剰電力を水素に転換することで、不
安定電源である再エネを使いやすいエネルギーにすることが可能となります。
　世界に目を向けますと、ドイツの 2019 年の再エネ比率は 40% 超と日本の倍程度となっています。また、欧州で
は今年に入って、オランダ、ノルウェー、ドイツ、EU から相次いで水素戦略が発表されています。再エネ由来のグ
リーン水素の普及を最優先とするもので、多数のプロジェクトが立ち上がっています。EU の水素戦略では 2025〜
2030 年に 40GW の水電解装置を導入し、1,000 万トンのグリーン水素を製造するとしています。日本の水素基本戦
略と比較しても、EU の戦略は非常に野心的なものであると言えます。中国では水素産業を国家推進産業とするとの
方針が打ち出されており、FCV 産業を中心に年間1兆円を超える投資がなされています。さらに、2050 年までにエ
ネルギー消費の 10% を水素とする目標が掲げられています。
　日本は早期から水素関連技術の開発を進め、世界の中でリーダーシップをとってきましたが、昨今の世界の急速
な動きの中、遅れ始めているとも言えます。世界の動き、ニーズを再認識し、地球温暖化対策である再エネ導入、
そしてそれを促進する水素ソリューションを確立する必要に迫られています。再エネ余剰電力を水素に転換する
P2G 技術の確立、水素エネルギー活用による分散電源普及、水素サプライチェーン構築など、水素・燃料電池分野
での事業・技術開発が求められています。
　FCDIC は、燃料電池技術の開発と、燃料電池システムの普及促進を目的として、30 年以上活動を続けています。

「燃料電池」誌を通して情報を発信するとともに、シンポジウムおよび講演会を主催し、産学官のコミュニケーショ
ンの活性化を図ることで、燃料電池業界の発展に貢献してきました。さらに、FCV およびエネファームに続く、将
来の燃料電池技術開発を見通すために、「50 年後の FC」WG 活動を進めています。加えて、水素分野の取り組みをテー
マとした研究会を立ち上げつつあります。今後もこれらの活動を通じて、日本の水素・燃料電池が世界で活躍する
ための技術開発に貢献することが期待されています。
　筆者は 27 年半、水素・燃料電池に携わってきました。これまで何度か盛り上がりが見られましたが、あと一歩の
ところでブームが去るというのを繰り返してきたというのが実感です。しかしながら、昨今の世界の動きを見てい
ると、今回の波は本物であると感じています。このチャンスを確実に捉え、日本が再び世界のリーダーシップをと
る日が来ることを願っています。この度 FCDIC 副代表を拝命いたしました。産学官一体となった事業・技術開発に
貢献していきたいと考えておりますので、ご指導ご鞭撻賜りますようお願い申し上げます。
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●表紙「�立山黒部アルペンルートを走行する
MIRAI」

　アルペンルート内にあるガス設備点検にCO２を排出しないFCV
を初めて利用

（写真提供：一般社団法人 富山水素エネルギー促進協議会）
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